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神奈川県教育委員会

主管：神奈川県高等学校文化連盟放送・情報専門部会
（神奈川県高等学校視聴覚教育研究会校内放送委員会）
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開始時間は開場で確認する

体育館

属一芸￣三同凸凹段ちヅ

調会式１６：００（予定）司会芝哲也君
（県立市ケ尾高等学校）

１．開会のことば

アンデパンダン大会実行副委員長

県立金井高等学校小島将太君

２．放送アンデパンダン大会実行委員長あいさつ

県立平塚江南高等学校米村雄介君

a神奈川県高等学校視聴覚教育研究会会長あいさつ

川崎市立商業高等学校長渡辺浩司先生

４．神奈川県総合文化祭放送部門講評

ビデオメッセージ部門ＴＶＫテレビ（特別審査員）

放送制作局情報部次長清野文雄殿

オーディオピクチャー部門ＦＭヨコハマ（特別審査員）

編成部専任部長水野隆司殿

５．審査結果発表・表彰

放送アンデパンダン大会実行委員長

県立平塚江南高等学校米村雄介君

総合文化祭放送部門運営委員長

県立平塚江南高等学校中津川雅則先生

６．閉会のことば

アンデパンダン大会実行副委員長

県立綾瀬西高等学校荒川真一君

◇閉会式

笂趣､〆
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【特別審査委員／顧問】

○本部……本館２

○顧問控室………本館１

○総文祭審査委員…中館１

Ｆ閲覧室

Ｆ会議室

Ｆ第二会蟻室

【生徒／一般】

○総合受付…中館１Ｆいこいの場

○委員枝／役員枝控室…西館２Ｆ４２２教室
○生徒審査員控室…本館２Ｆ１２６教室

○集計室……本館３Ｆｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室

…○発声練習場……体育館と西館の間（プール周辺）
○生徒控室……西館１Ｆ４１３．４１１教室

【審査室】
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○アンパン/ｱﾅｳﾝｽＡ……中館２

○ｱﾝﾊﾟﾝ/ｱﾅｳﾝｽＢ……中館２

○ｱﾝﾊﾟﾝ/朗読Ａ……中館３

○ｱﾝﾊﾟﾝ/朗読Ｂ……中館３

○アンﾊﾟﾝ/報道・文芸…本館３

○アンﾊﾟﾝ/ＤＪ……本館２

○ｱﾝﾊﾟﾝ/ＤＪﾘﾊｰｻﾙ室…本館２

○ｱﾝﾊﾟﾝ/放送劇Ａ…本館３

○アンﾊﾟﾝ/放送劇Ｂ…本館３
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第３５回神奈川県高等学校放送アンデパンダン大会

第１５回神奈川県高等学校総合文化祭放送部門

役員枝・委員枝業務分担

く役員校＞

・県立綾瀬西

・県立追浜

・県立平塚江南・法政大学第二・県立市ケ尾

･県立金井・県立神奈川エ業・日大藤沢

く委員枝＞

○横浜

・県立神奈川総合・県立岸根・市立南・日大高校・

○川崎・横須賀・三浦

．県立大師・県立新城・県立横須賀

○北相・西相

・向上・相模女子・県立相模大野・県立相模田名

○湘南

・大船工業技術

､電銭'

く業務分担＞

○受付：県立市が尾・法政大第二

○集計：県立神奈川エ業・県立平塚江南・県立金井

○閉会式：県立追浜
､｡d習夢’

く審査補助＞

【アンデパンダン大会】

○アナウンスＡ：市立南○アナウンスＢ：向上

○朗読Ａ：県立大師○朗読Ｂ：県立横須賀

○ＤＪ：県立神奈川総合○報道・文芸：日本大学

○放送劇Ａ：県立相模田名○放送劇Ｂ目県立大船エ業技術

【総合文化祭放送部門】

○アナウンス・ＡＰ：県立相模大野○朗読：県立新城

○上鍔ﾃﾞｵﾒｯｾｰｼﾞＷ相模女子大

‐４‐



第３５回神奈川県高等学校放送アンデパンダン大会

実施要領

生徒相互の主体性を尊び、創造性と協調性を向上させ、正しいマ
スコミュニケーションの理解をはかる。また、高校生の豊かな創

造性を育み、芸術的感性の向上をめざす。あわせて校内放送活動
の活性化をはかる。

１．自白勺

２主ｆｒ塁･主宅雪

【アンデパンダツ大会】
､占苫凹凸〆 主催：神奈lll県高等学校視聴覚教育研究会

主管：神奈川県高等学校視聴覚教育研究会 校内放送委員会

ａＥヨ日号寺

２０００年１１月１２日（日） ９：００～１７：00

４．会士湯目県立平塚江南高等学校

５．妻三カ口歪萱オ壱「

２０００年１０月現在、神奈川県高等学校視聴覚教育研究会加盟枝に在学
し、校内放送に携わっている放送部・委員会の生徒であること。ただし、

参加できるのは１，２年生とし、審査員説明会と大会当日、審査員を出さ
ない学校は参加資格がないものとする。審査員は１名以上とし、３年生で
もよい。※生ＤＪ部門のみ３年生の参加も可とする。ただし制作代表者
にはなれない。（２０００年度より）

､G監趣グ

６．吉IろＦ弓一篝ニヵロニ卒二委文一壱二カ口墓皇ＦＦ］

【アンデパンダン大会】

参加本数

参加費用

７．三三章三

アナウンス・朗読

番組制作

各会場１～６位

各会場１～４位

-5-

アナ 朗読 報道 ＤＪ 文芸 放送劇

参加本数 ５人 ５人 ２本 １本 １本 1本

参ｶﾛ費用 １作品／１本毎６００円



８．審査

①参加校各１名以上の生徒が審査にあたる。

②審査員は次の注意を守ること。

☆部長（委員長）もしくはそれに準じる者であること。

☆大会当日中の交代は不可。

☆９月３０日（±）の審査員説明会に出席したもの。

☆３年生も可

③委員枝・役員枝は審査員を出さなくてよい。

９．三春室三二三塁Ｚ垳奎～フラガヨミ

①高校生として望ましいアナウンスメント、朗読、番組であること。

②別紙、「審査の観点」に基づき、審査を行なう。

③規定違反の場合、原則として減点・失格の対象となる。

④詳細については、審査員および大会実行委員長の協議による。最終判断は、

大会実行委員長の責任において行なう。

、趣iツ

１０．菫二ヵ口ＥＰヌュコＳＪこて灰審査匡苞言免旦月会

期日：２０００年９月３０日（±）

会場：県立平塚江南高等学校

１２アンデ’＜ンタブ．ンフに会言者夫見天Ｅ

Ａアナウンうこ吉田Ｆ弓言者夫見定

①内容：自校のニュースや解説など、高校生活を語る若者の声を内容とし、
原稿は自作したものに限る。原稿と実際のアナウンスに相違があっ
てはならない。

②時間：１分１０秒～１分３０秒。番号、学校名、氏名を含む。

③計時：最初の声から最後の声までとする。但し、キューサイン直後から読
み始めるようにすること。

Ｂ白目言売苦旧Ｆ弓言者夫見定

①内容：次の５作品から１編を選び、自己の表現したい部分をきめて朗読す
る。作品の脚色は認めない。また、原稿と実際の朗読に相違があっ
てはならない。

１「戯作三昧」芥川龍之介（新潮文庫）

２「夏の庭」湯本香樹実（新潮文庫）

３「史記の風景」宮城谷昌光（新潮文庫）

４「海からの贈物」ﾘﾝﾄｰﾊﾞｰｸﾞ夫人（新潮文庫）

５「枕草子」

＊（）内の出版社に限る。

②時間：１分３０秒～２分00秒。

､日轌iツ

－６‐



番号、学校名、氏名、作者名、作品名を含む。

最初の声から最後の声までとする。但し、キューサイン直後から読
み始めるようにすること。

③計時

Ｃ番糸目市Ｕｆ乍吉旧Ｆ弓言者夫見定

①種類と時間：

録音ＤＪ・文芸：９分２０秒～１０分００秒

（注意）使用するデッキの回転誤差がありうるため、９分４０秒程度で

制作することが望ましい。

報道：６分３０秒～７分００秒

放送劇：１５分００秒以内

②内容：

生徒自らの創作に限る。

文芸に含まれる作品は次のような作品とする。

ア)劇形式を主としないもの。イ)ナレーションが中心となるもの。

ウ)創作で朗読形式をとるもの。

③制作者：

３年生の協力も事情によっては認めるが、その場合はスクリプトの末尾

に学年・氏名・係（役）を明記すること。

④使用テープ：

ア)往復録音時間３０～６０分のカセットテープを使用。

イ）Ａ面のみに録音。Ｂ面は消去しておく。

※テープの種類は問わない。

⑤録音・再生：

ア)左右両チャンネルに同じ音を録音する。

イ)審査は、モノラル、ノーマルポジション、ノンノイズリダクションで

再生して行なう。

ウ)録音はリーダーテープの直後から始め、最後に「制作は００高等学校

放送部（委員会）でした」というクレジットコールを入れる。

⑥計時：

ア)審査補助係が、テープがリーダーテープ直後になっていることを確認

し、デッキに入れて、ポーズ状態にする。

イ)計時はポーズ解除の瞬間からクレジットコールの最後までとする。

ウ)クレジットコール終了とともに再生を終える。その後にどんな音が入

っていても審査の対象とはならない。

箔占幽ｳグ

､趨鐘ソ

－７－



⑦ラベル：

ア)テープケースに「作品票」（説明会時配布）を貼ること。

イ)テープ本体のＡ面に、部門名・会場名・学校名（略称可）を明記した

紙を貼ること。

⑧著作権処理について

事前配付資料の

をよく読んで、適切に処理すること。１８著作権処理につい

Ｄ竺主ＤＪ番糸目吉旧Ｆ弓言者夫見戻五

①種類と時間

生ＤＪ：１０分００秒以内（セッティング時間を含む）

②内容：生徒自らの創作に限る。

最低３曲以上の楽曲を使用すること。

③制作者・出場者：

４名までの出場を認める。３年生の参加も可とする。
ただし、当日アナウンス・朗読部門に出場する生徒は出場
できない。

④計時：生ＤＪ審査補助係のコールに続く審査員のキューにより計時をス
タートさせ、出場枝はセッティングを開始し、そのまま番組を始め

る。最後のクレジットコール（例「担当は・・・高校放送部でし
た｣）終了時に計時をストップする。

⑤規格：

ｉ音源：ＣＤのみモノラル再生

（複製音源（ＣＤ－Ｒなど）使用不可）

ｉｉ使用機材：ＣＤデッキ３台・マイク２本・ミキサー１台
ｉｉｉＯシート：番組の進行の大まかな流れを説明する。シートを作成し、

２部提出する。用紙はＡ４、記入の内容は自由。

⑥リハーサル：

別室において同じ機材を用いて１０分以内で行うことができる。

､塾妙

､趣fij’
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第３５回神奈川県高等学校放送アンデパンダン大会

役員一覧

実行委員

実行委員長

実行副委員長

実行副委員長

実行副委員長

実行副委員長

実行副委員長

実行副委員長

実行副委員長

前実行委員長

１

(県立平塚江南高等学校）

(県立神奈川エ業高等学校）

(県立追浜高等学校）

(県立市ヶ尾高等学校）

(法政大学第二高等学校）

(県立金井高等学校）

(県立綾瀬西高等学校）

(日本大学藤沢高等学校）

(法政大学第二高等学校）

米村和彦

西堀雄介

石井舞衣

西原典子

矢島健太郎

小島将大

宙占凹ﾛグ

荒川真一

三浦紗穂

青木堯

２．補助教員

本田博都

中津川雅則司遡シ

ゴヒ詰昌敬

柴田真理子

畠山純一

根岸富男

後藤宗治

海沼茂男

(県立綾瀬西高等学校）

(県立平塚江南高等学校）

(法政大学第二高等学校）

(県立市ヶ尾高等学校）

(県立追浜高等学校）

(県立金井高等学校）

(県立神奈川エ業高等学校）

(日本大学藤沢高等学校）

－９‐



第３５回神奈川県高等学校放送アンデパンダン大会

審査の観点

＜アナウンス＞

①配点と観点

１点数は１００点法とする。

２原稿に関する項目を３０点、アナウンスの技術に関する項目を７０点と

する。

３原稿

．素材の選び方・文章表現の確かさ・内容の深さ

４アナウンスの技術

゜マイクの使い方・発声及び発音・アクセント・プロミネンス

・イントネーション・テンポ・ポーズ

②審査上の留意点

１基礎的・基本的事項の不備なものに高い評価をしない。（特に鼻濁音、

無声化、語尾の延びについて）

２元気があって明るいのはよいが、いわゆるコンテスト調（歌い上げる調

子のもの）に高い評価をしない。

３自然で張りのある若々しいアナウンスを高く評価する。

、芭謹ッ

＜朗読＞

①配点と観点

１点数は１００点法とする。

２原稿に関する項目を３０点、朗読の技術に関する項目を７０点とする。

３原稿

・作品の選び方・朗読部分の抜き出し方

４朗読の技術

・マイクの使い方・発声及び発音・アクセント・プロミネンス

・イントネーション・テンポ・ポーズ・内容の把握・表現の仕方

②審査上の留意点

１基礎的・基本的事項の不備なものに高い評価をしない。（特に鼻濁音、

無声化、語尾の延びについて）

２作り声、過度の感情移入、あるいは自分一人で酔っているような朗読に

ついては厳しく評価する。

３自然で、深みがある朗読を高く評価する。

hdii笛沙

-１０－



＜報道＞

①配点と観点

１点数は、１００点法とする。

２テーマ点を５０点、制作技術点を５０点とする。
３テーマ点（５０点）

ａ、テーマをよく捉え、見事に表現している（５０点）ｂテーマにふさ
わしい（４０点）ｃ・テーマにふさわしいが、いま－歩（３０点）ｄ・テ
ーマがややずれている（２０点）ｅ・テーマにふさわしくない（１０点）
４制作技術点（５０点）

（１）制作の手法（２）取材の方法や努力（３）企画と構成
（４）演出と編集（５）技術（録音の技術、アナウンスやナレーションの技

術、音楽や効果音の使い方など）ごd苗〆

ａ．特に優れている（５０点）ｂ、優れている（４０点）ｃ・普通であ
る（３０点）。やや劣る（２０点）ｅ、はなはだしく劣る（１０点）

②審査上の留意点

１制作時間及び制作方法に関する参加規定に抵触していないかどうか。
２他のコンクールに出品したもの、またはそれを手直ししたものでないか、

どうか。

３放送局の番組を主体としたものでないかどうか。

＜文芸・放送劇＞

①配点と観点

１点数は、１００点法とする。

２テーマ点を５０点、制作技術点を５０点とする。

３脚本点（５０点）

テーマに対し、適切な素材を選び、効果的に表現しているか。
ａ．すばらしいできばえである（５０点）ｂ良く出来た内容である（４
０点）ｃ、内容はよいが、いま－歩（３０点）。平凡でおもしろくな
い（２０点）ｅ、もう少し勉強してみては（１０点）

、giH浩〆

４滞り作技術点（５０点）

（１）制作の手法（２）取材の方法や努力（３）企画と構成（４）演出と編集
（５）技術（録音の技術、アナウンスやナレーションの技術、音楽や効果音
の使い方など）

ａ．特に優れている（５０点）ｂ、優れている（４０点）
･普通である（３０点）。やや劣る（２０点）
巳はなはだしく劣る（１０点）

②審査上の留意点

１制作時間及び制作方法に関する参加規定に抵触していないかどうか。
２他のコンクールに出品したもの、またはそれを手直ししたものでないか

どうか。

３放送局の番組を主体としたものでないかどうか。

－１１‐



＜ＤＪ＞

①配点と観点

１点数は、１００点法とする。

２脚本点を５０点、制作技術点を５０点とする。

３脚本点（５０点）

表現したいテーマに対し適切な素材を選び、効果的に表現しているか。
ａすばらしいできばえである（５０点）

ｂ、良く出来た内容である（４０点）

Ｑ内容はよいが、いま－歩（３０点）

ｄ・平凡でおもしろくない（２０点）

ｅ、もう少し勉強してみては（１０点）

４制作技術点（５０点）

（１）制作の手法（２）取材の方法や努力（３）企画と構成（４）演出と編集

（５）技術（録音の技術、アナウンスやナレーションの技術、音楽や効果音
の使い方など）

ａ．特に優れている（５０点）ｂ優れている（４０点）

ｃ・普通である（３０点）。．やや劣る（２０点）

ｅ、はなはだしく劣る（１０点）

１曲篭勤

②審査上の留意点

１制作時間及び制作方法に関する参加規定に抵触していないかどうか。

２他のコンクールに出品したもの、またはそれを手直ししたものでないか
どうか。

３放送局の番組を主体としたものでないかどうか。

､Gi騨訟
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第３５回神奈川県高等学校放送アンデパンダン大会

審査員一覧

＜アナウンスＢ＞

橋本直美（県立横浜日野）

小菅綾（県立有馬）

國井美沙保（法政大女子）

桧山命（向上）

亀ヶ谷慶子（県立東金沢）

＜アナウンスＡ＞

矢島悠子（県立多摩）

金子浩実（富士見丘）

大関智子（捜真女学校）

神村絵織（県立横浜翠嵐）

…茅野麻衣子（県立新栄）

＜朗読Ｂ＞

小田健太郎（県立茅ケ崎）

渡辺健太郎（相洋）

金子美紗（県立鶴見）

渡辺力'ほり（法政大女子）

岩澤亜沙美（市立商業）

＜朗読Ａ＞

滝川司（市立戸塚）

大山創（県立元石川）

海老原将人（県立足柄）

山ロ修（県立横須賀）

小島そよか（県立瀬谷西）

＜報道・文芸＞

田尻祐美（県立希望ケ丘）

大木裕介（東海大学附属相模）

石井健人（県立磯子）

…地村怜（県立六ツ川）

田澤麻美（県立平塚江南）

＜<ＤＪ＞＞

篤（県立大和西）

洋一郎（逗子開成）

久美（県立座間）

瑠美（横浜創英）

哲朗（麻布大淵野辺）

坂
永
木
藤
田

保
間
鈴
佐
清

＜放送劇Ｂ＞

仁加保徹

内田陽

中山健太

石岡利紗

飯倉達也

＜放送劇Ａ＞

島崎光雄（県立大和西）

井草茉織（県立海老名）

野崎奈緒美（市立金沢）

松尾安紀±（県立永谷）

木村真人（県立市ヶ尾）

(法政大第二）

(県立大船エ業技術）

(県立七里が浜）

(県立大和東）

(横須賀学院）
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第３５回神奈川県高等学校放送アンデパンダン大会

エントリー一覧

【アナウンス部門】
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鴬
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１

２

学校名

県立大和東

県立永谷

氏名

藍田啓輔

烏巣佑香

１

＿ユー

３ 富士見ヶ丘 種市里美／ ２

４ 日本大学 遠藤美i1Iy午／ ~～２

５ 県立六ツ川 石田菜奈（ １

(面 県立多摩 輸井方聿（ ><１

・
７

日本大学藤沢 中野英之、 へ=jｌ

８ 法政大学第二 豊田幸美
～

－百

９ 県立新城 服部乃梨子 １
'

1０ 県立鶴見 金子美紗 １

1１ 市立戸塚 原啓子 １

1２ 法政大学女子 藤田悠海子 ２

1３ 県立金井 飯田早苗 １

1４ 富士見ヶ丘 江尻綾子 １

1５ 東海大学付属相模 石橋知佳 １

1６ 相模女子大 海老澤茉夕 １

1７ 県立日野 永田陽祐 １

1８ 県立希望ヶ丘 土林美由希 １

1９ 県立市ヶ尾 宇野智恵 ２

2０ 県立鶴見 大石奈穂子 １

2１ 県立追浜 鈴木美陽子 １

2２ 法政大学第二 幡野裕樹 ２

2３ 大和西 大島干佳 ２

2４ 県立有馬 塚本耕平 ２

2５ 県立座間 橋本有紀 １

2６ 市立戸塚 宮迫嵩 ２

2７ 横浜創英短大女子 鶴田千賀 １

2８ 市立金沢 深田智得 １

2９ 県立六ツ川 佐藤祐子 １

3０ 県立大師 伊藤健太郎 １

３１ 県立平塚江南 禽智恵子 １

3２ 県立翠嵐 白木優香 １

3３ 県立東金沢 高橋俊也 ２

3４ 市立戸塚 新井翔二 ２

3５ 市立商業 岩澤亜沙美 １

3６ 逗子開成 真山裕介 ２

3７ 県立座間 梅村美樹 １
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【ＤＪ部門】

【報道部門】

Ｎ◎ 学校名 氏名 学年

１ 県立平塚江南 葛智恵子 １

２ 私立法政第二 曾島一成 １

３ 県立大和西 片山恵 ２

４ 県立足柄 片岡友美 １

５ 私立日本大学 我妻聡

６ 県立茅ヶ崎 磯崎真理 ２

７ 市立戸’ 豪 平松 :祐子 １

８ 県立相’漠田名 谷口友美 ２

９ 県立金井 小島将太 ２

1０ 市立川崎商業 大湯善久 ２

1１ 県立元石ⅡＩ 横田津 ２

1２ 私立渕野辺 宮川るりこ １

1３ 県立神奈lIlエ業 吉川克紀 ２

ＮＣ 学校名 氏名 学年

１ 市立金沢 野崎奈緒美 ２

２ 県立六ツ川 小島明日香 １

３ 私立日大藤沢 山田実樹 ２

４ 県立追浜 石井 麗妃 １

１Ｇｺ
６

県立多摩

県立横須賀

長部

山口‘

閨櫓

|鯵

，

１

７ 県立相模大野 山下淳也 ２

８ 県立海老名 小池智子 ２

９ 私立横須賀学院 菊田壮志 ２

1０ 県： Z鶴見 村手香織 １

1１ 県： Z大船工技 内田陽 ２

1２ 県Ｉ Z神奈川総合 朝倉智子 ２

1３ 私！ Z東海大相模 大木祐介 ２

1４ 県立大和東 遥山梨恵 １

ＮＣ 学校 氏名 年 ﾒﾃﾞｨｱ

１ 県立希望ヶ丘 植村 悠人 ２ 録音

２ 横浜創英 玉那覇薫 １ 録音

３ 横須賀学院 石田直人 ２ 録音

４ 逗子開成 間永洋一郎 ２ 録音
、

筐５ノ 固守Ｔ全L廓 古七遅坐＝ ２ 録音一

６ 法政第二 夏目義大 ２ 録音

７ 県立綾瀬西 荒Ⅱ|真一 ２ 録音

８ 県立六ツ川 宮城澪 ２ 生

９ 県立金井 菅原仁 １ 生

1０ 県立磯子 山下美智子 ３ 生

1１ 県立追浜 安田理絵 １ 生

1２ Ｅ 大藤沢 三浦紗穂 ２ 生

1３ 偏 立大船工業技術 瀬戸，瞳太良 ］ １ 生

1４ 県立大和西 清武麻衣子 ２ 生

1５ 県立海老名 安西望 １ 生

1６ 淵野辺 大野俊輔 ２ 生

1７ 県立相模大野 竹内慣 ２ 生

ＮＣ 学校 氏名 学年

１ 日本大学 森田亮 ２

２ 見立六|ツ１１１ 金井美樹 １

３ 欝浜卸 英 金澤弘子 １
■￣ﾛ

４

￣

徽浜図
毒一
二足 永井理美

戸
Ｕ

５ 県立神奈ⅡIエ業 山瀬雄介 ２

６ 県立希望ヶ丘 笈Ⅱ1知子 ２

７ 法政大学女子 藤田悠海子 ２

／-８ 法政大学第二 宮嶋大樹 ２
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圖護画眉鋳里 2－

1０ 県立平塚江南 澤井－１貴 １

1１ 県立有馬 小菅綾 １

1２ 県立大和算 石 団矛Ｉ 紗 １

1３ 東海大学卜 ．届相模 八重嶋香里 ２

〆1Tト 法政第二 幡野裕樹 ２
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T６ 県立追浜 根岸美佳 １



第１５回神奈川県高等学校総合文化祭放送部門

実施要領

１．目的：生徒相互の主体性を尊び、創造性と協調性を向上させ、正しいマス
コミュニケーションの理解をはかる。また、高校生の豊かな創造性を

育み、芸術的感性の向上をめざす。あわせて校内放送活動の活性化を
はかる。

…２．主催・主管

主催：神奈川県高等学校文化連盟

神奈川県高等学校視聴覚教育研究会

神奈川県教育委員会

主管：神奈川県高等学校文化連盟放送・情報専門部会
（神奈川県高等学校視聴覚教育研究会校内放送委員会）

後援：ＴＶＫ・ＦＭ横浜・朝日新聞社横浜支局・神奈川新聞社

３．日時

２０００年１１月１２日（日）９：00～１７：００

４．会場二県立平塚江南高校

５．参加資格

【神奈川県高等学校総合文化祭放送部門】
､趨曲西ヅ

１，２年生とする。ただし、高文運未ｶﾛ盟校は参カロ１作品につき６００円
の参加費用を納めるものとする。また、高文運未加盟枝は全国大会に推薦
されない。

６．部門・参加本数・参加費用

－１７‐

アナ 朗読 オーテーィオﾋﾟｸﾁｬｰ ビデオﾒｯｾｰｼ
Ｆ

参ｶﾛ本数 １本 1本 ２本 ２本

参加費用 無料（高文運未ｶﾛ盟校は６００円/１作品）



表彰

アナウンス・朗読：各１～６位

１位に教育長賞、２～３位に高文運会長賞、

４～６位に高視研会長賞

オーディオﾋﾟｸﾁｬｰ：上位６作品

１位に教育長賞、２～６位に高視研会長賞

ビデオﾒｯｾｰｼｰ：上位６作品

１位に教育長賞、２位に高文運会長賞、
、型醤，

３～６位1こ高視研会長賞

注１）

2001年度全国高等学校総合文化祭（福岡）には次の本数を推薦する。

アナウンス・朗読各３人

オーディオﾋﾟｸﾁｬｰ １作品

ビデオﾒｯｾｰｼ‘２作品

注２）

神奈川県高等学校総合文化祭放送部門最優秀作品（教育長賞）の表彰は、

平成１２年度かながわ高校芸術祭閉会式（２００１年１月２０日）に芸術

祭他部門とともに行なわれる。

注３）

審査対象作品が少なかった場合は、表彰本数を減らすことがある。
、臼建議リ

７．

審査・審査基準

①各部門、教員審査員とＴＶＫ、ＦＭヨコハマからの特別審査員による。

②別紙、「審査の観点」に基づき、審査を行なう。

③規定違反の場合、原則として減点・失格の対象となる。

④詳細は、審査員およびコンテスト運営委員長の協議による。

８．

9．参加申込

２０００年９月３０日（±）実施済み
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１０神奈川県高等学校総合文化祭放送部門諸規定
※次年度の全国総合文化祭放送部門参加要領に準ずる。

Ａアナウンス部門

①内容：地域における国際交流（異文化理解）の話題を全国の仲間に伝える
内容の自作原稿とし、スライド（５枚以内）を併用することができる｡(⑰

②時間：，分３０秒以内。学校名、氏名を含む｡〃-'一z'ゲラが'いい篭
ＢＧＭは使用できない。

｜坐『'ゴフを１芝'↑'八てメレ
③審査方法：テープ審査とする。

④使用テープ：アンデパンダン大会・番組制作部門諸規定に準ずる。
⑤録音・再生：アンデパンダン大会・番組制作部門諸規定に準ずる。
⑥計時：アンデパンダン大会・番組制作部門諸規定に準ずる。
⑦ラベル：アンデパンダン大会・番組制作部門諸規定に準ずる。
⑧スライドを使用する場合には各校の生徒がスライド映写機を操作するこ
と。

⑨規格：スライド

ア）３５ｍｍ標準マウントを使用する。

イ）映写機は１台。

Iねの

室山iヅ

Ｂ朗読部門

①内容：異文化との出会いを取り上げた場面の一部を選んで原稿とし、効果
音やＢＧＭを併用することができる。スライドは使用できない。作品のジ
ャンルや作者の出身地などは問わない。

②時間：２分以内。校名、氏名を含む。

③審査方法：テープ審査とする。

④使用テープ：アンデパンダン大会・番組制作部門規定に準ずる。
⑤録音・再生：アンデパンダン大会・番組制作部門規定に準ずる。
⑥計時：アンデパンダン大会・番組制作部門規定に準ずる。
⑦ラベル：アンデパンダン大会・番組制作部門規定に準ずる。

､蟻鈩グ

Ｃオーディオピクチャー（ＡＰ）部門

①内容：カセットテープによるステレオ音声とスライド（枚数は自由）を併
用する未発表の作品とする。ドキュメンタリー形式、ドラマ形式など手法
は問わない（ＭＤも可)。

②時間：５分以内。

③使用テープ：アンデパンダン大会・番組制作部門規定に準ずる。
④録音・再生：ステレオ再生。（ＭＤ使用枝は持ち込み再生とする）
⑤計時：アンデパンダン大会・番組制作部門規定に準ずる。

‐１９－



⑥ラベル：アンデパンダン大会・番組制作部門規定に準ずる。

⑦音声の再生は各校で行うこと。スライドを使用する場合にも各校の生徒が

スライド映写機を操作すること。

⑧規格：スライド

ア）３５ｍｍ標準マウントを使用する。

イ）映写機は２台。

Ｄビデオメッセージ（ＶＭ）部門

①内容：郷土の文化を全国の仲間に紹介する内容で、ピデオカメラで撮影し

た未発表の作品とする。手法は問わない。

②時間：５分以内。前後に２０秒のテストパタンを入れる。形式はＮＨＫ杯

全国高校放送コンテスト様式規定７に準じる。動きのあるテストパタン、

フェーダーを使用したテストパタンは禁止。

③計時：番組本体についてのみ行なう。

④規格：ア）ＶＴＲはＶＨＳ・Ｓ－ＶＨＳ・８ｍｍ・Ｈｉ－８（標準モード）

とする。

イ）音声はＨｉ－Ｆｉ又はノーマル（８ｍｍの場合はＰＣＭまたは

ＡＦＭ）とする。

ウ）ドルピー等ノイズリダクションを使用しないこと。

⑤ラベル：アンデパンダン大会番組制作部門規定に準ずる。

⑥その他：ＤＶの使用も可とするが、ＤＶ使用枝は、持ち込み再生とする。

上記以外の規定については、ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト神

奈川県大会の実施要領に準じる。

、｡趨塗

１１．その他

上記以外の規定については、ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト神奈川県大会

の実施要領に準じる。
旨箪籔
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第１５回神奈川県高等学校総合文化祭放送部門

役員一覧

主催

神奈川県高等学校文化連盟会長

神奈川県高等学校視聴覚教育研究会

（県高文運放送情報専門部会）会長

１

山田進（県立湘南高等学校）

渡辺浩司（川崎市立商業高等学校）

２．運営

…中津川雅則
北詰昌敬

畠山純一

後藤宗冶

博都（県立綾瀬西高等学校）

真理子（県立市ヶ尾高等学校）

富男（県立金井高等学校）

茂男（日本大学藤沢高等学校）

本田

柴田

根岸

海沼

(県立平塚江南高等学校）

(法政大学第二高等学校）

(県立追浜高等学校）

(県立神奈川エ業高等学校）

放送部門

占
'００、

第１５回神奈川県総合文化祭

審査の観

＜アナウンス部門＞

①配点と観点

１．点数は１００点法とする。

２原稿に関する項目を３０点、アナウンスの技術に関する項目を７０点とす

る。

３．原稿

・素材の選び方・文章表現の確かさ・内容の深さ

４．アナウンスの技術

・マイクの使い方

・イントネーション

竃｡i毎'

・プロミネンス

イ｢、雲榮三雲稟二fz2と三f≦
②審査上の留意点

１．基礎的・基本的事項の不備なものに高い評価をしない。（特に鼻濁音、無

声化、語尾の延びについて）

２元気があって明るいのはよいが、いわゆるコンテスト調（歌い上げる調子

のもの）に高い評価をしない。

３．自然で張りのある若々しいアナウンスを高く評価する。

４.スライドが効果的に使用されている場合には全体的な印象点として合計点

に加味する。

＜朗読部門＞

①配点と観点

１．点数は１００点法とする。

－２１‐



２原稿に関する項目を３０点、朗読の技術に関する項目を７０点とする。
３．原稿

・作品の選び方・朗読部分の抜き出し方

４．朗読の技術

・マイクの使い方・発声及び発音・アクセント・プロミネンス・イン
トネーション・テンポ・ポーズ・内容の把握・表現の仕方

②審査上の留意点

１．基礎的・基本的事項の不備なものに高い評価をしない。（特に鼻濁音、無
声化、語尾の延びについて）

２作り声、過度の感情移入、あるいは自分一人で酔っているような朗読につ
いては厳しく評価する。

３．自然で、深みがある朗読を高く評価する。
４．効果音・ＢＧＭが効果的に使用されている場合には全体的な印象点とし

､gAf醤‘

て合計点に加味する。

､f3ih2D

－２２‐



＜オーディオ・ピクチャー部門＞
①配点と観点
１．点数は１００点法とする。
２脚本点を５０点、制作技術点を５０点とする。
３．脚本点（５０点）
テーマに対し、適切な素材を選び、効果的に表現しているか。
ａ、高校生としてすばらしいできばえである（５０点）
ｂ良く出来た内容である（４０点）
ｃ，内容はよいが、いま－歩（３０点）

（２０点）ｄ平凡でおもしろくない
ｅ，もう少し勉強してみては（１０点）

４．制作技術点（５０点）
（１）制作の手法（Z）取材の方法や努力（３）企画と構成（４）演出と編集
（５）技術（録音の技術、アナウンスやナレーションの技術、音楽や効果音の使い方、スラ

イドと音響のリンクなど）
ａ．特に優れている（５０点）ｂ優れている（４０点）
ｃ・普通である（３０点）。やや劣る（２０点）
ｅはなはだしく劣る（１０点）

②審査上の留意点
１．制作時間及び制作方法に関する参加規定に抵触していないかどうか。
２．他のコンクールに出品したもの、またはそれを手直ししたものでないかどうか。
３．放送局の番組を主体としたものでないかどうか。

、.ｕ曲出呂プ

＜ビデオメッセージ部門＞
①配点と観点
１．点数は１００点法とする。
２．脚本点を５０点、制作技術点を５０点とする。
３脚本点（５０点）
テーマに対し、適切な素材を選び、効果的に表現しているか。
ａ高校生としてすばらしいできばえである（５０点）
ｂ良く出来た内容である（４０点）
ｃ・内容はよいが、いま－歩（３０点）
ｄ平凡でおもしろくない （２０点）

ｅ、もう少し勉強してみては（１０点）
４．制作技術点（５０点）
（１）制作の手法（２）取材の方法や努力（３）企画と構成（４）演出と編集
（５）技術（録音・録画の技術、アナウンスやナレーションの技術、音楽や効果音の使い方

など）

ａ．特に優れている（５０点）ｂ、優れている（４０点）
ｃ・普通である（３０点）。やや劣る（２０点）
ｅ、はなはだしく劣る（１０点）

②審査上の留意点
１．制作時間及び制作方法に関する参加規定に抵触していないかどうか。
２．他のコンクールに出品したもの、またはそれを手直ししたものでないかどうか。
３．放送局の番組を主体としたものでないかどうか。

､鐘2台’
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第１５回神奈川県総合文化祭放送部門

審査員一覧

＜アナウンス部門＞＜朗読部門＞

◎横須賀真（県立柿生）◎山本良子

三宅義人（捜真女学校）杉浦敏昭

海部弘（県立多摩）両毛明史

大久保あゆみ（県立磯子）関弘之

相澤秀樹（麻布大付属渕野辺）下田加容子

(県立茅ヶ崎西浜）

（県立豊田）

（県立足柄）

（県立大和東）

（県立座間）
､白蝋ﾑﾉヮ

＜ｵｰﾃﾞｨｵﾋﾟｸﾁｬｰ部門＞

◎井浦洋（県立六ツ川）

水野隆司（Fmyokohama）
川又弘明（県立元石川）

川口修（県立瀬谷西）

小池瑞夫（県立有馬）

＜ビデオﾒｯｾｰｸﾞ部門＞

◎小澤元（県立永谷）

ｊｆ１ｆ罫の文雄（TVK）
中丸隆夫（東海大付属相模）

藤田吉雄（川崎市立商業）

黒部直喜（県立六ツ川）

第１５回神奈川県高等学校総合文化祭放送部門

エントリー一覧

部門】【アナウン

■
！

露Jjil
ﾝの出場と重なっている場合は考慮し弱

いJrIiLPf＝
？
アンハ｡

､■fi蛍漣

Ｚ

慮しますので、本部まで 〕

ＮＣ 学校名 氏名 学年

1４ 県立有馬 小菅綾 １

1５ 県立大和東 遥山梨恵 １

1６ 県立綾瀬西 荒lll真一 ２

1７ 県立金井 飯田早苗 １

1８ 日大藤沢 伊藤笑子 ２

1９ 県立相模田名 荒木早未 ２

2０ 麻布大学付属渕野辺 渡仲みどり ２

2１ 県立座間 鈴木砂登美 １

2２ 相模女子大学 栗原麻実 １

2３ 県立足柄 片岡友美 １

2４ 県立市ヶ尾 芝哲也 ２

2５ 県立神奈川総合 鈴木彩子 １

ＮＣ 学校名 氏名 学年

１ 県立横浜日野 永田陽祐 １

２ 県立磯子 笹lll裕子 ２

３ 県立六ツ川 佐藤祐子 １

４ 県立海老名 落合洋子 ２

５ 法政大学第二 夏目義大 ２

－６． 県立神奈ｌｌｌエ業 竹本愛理 １

７
＝

＃｣ 皇真女学校 中111茜乃 １

８ 県立瀬谷西 中島尚子 １

９ 県立大師 原田文 ２

/１百．県立多摩 高橋治子 ２

－１Ｌ 県立追浜 鈴木美陽子 １

２１

県立大和西 大島干佳 ２

1３ 逗子開成 真山裕介 ２
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（

Ｎ◎ 学校名 氏名 学年

1７ 県立大師 伊藤愛子 ２

1８ 県立元石１１１ 城所友美 １

1９ 日本大学 藤田者輔 ２

2０ 相洋 安達智続 １

2１ 県立瀬谷西 新井明絵 １

2２ 日大藤沢 三浦紗穂 ２

2３ 県立有馬 千葉真緒 １

2４ 県立海老名 森田亜紀 ２

2５ 捜真女学校 大関智子 １

2６ 県立相模大野 山下淳也 ２

2７ 県立横浜日野 荒木光 １

2８ 県立磯子 矢島美希 １

2９ 法政大学第二 矢島健太郎 ２

3０ 県立追浜 酒井絢子 １

3１ 県立足柄 豊田正義 １

ＮＣ 学校君 氏名 学年

１ 県立大和東 高橋友美 １

２ 逗子開成 小笠原哲史 ２

３ 県立神奈川エ業 須藤江里子 １

４ 県立綾瀬西 小澤一江 ２

５ 県立六ツ川 日置秀馬 １

／６県立平塚江南 米村和彦 ２

〔Ｚ 県立多摩 紬美保子 １

８県立大和西 高島希代 ２

９ 麻布大学付属渕野辺 石井あゆみ ２

1０ 相模女子大学 小池麻里絵 １

1１ 県立希望ヶ丘 増田由美 １

1２ 県立市ケ尾 八谷由香 ２

1３ 県： Z神奈川総合 西堀朝子 ２

1４ 県１ Z金井 岡田星菜 １

1５ 県Ｉ Z相模田名 武笠くみ ２

1６ 県； Z座間 梅村美樹 １

NＣ 学校名 氏名 学年

1３ 県立七里ガ浜 染谷武志 ２

1４ 法政大学第二 豊田宰美 ２

｣且一 相模女子大学 栗原麻実 １

1６ 鳶立金井 小島将太 ２

1７ 鼎立多摩 河内渉 ２

－１丘 県立大和西 大槻亮輔 ２

1９ 県立座 閉 齋藤愛 ２

～2０ 市立商業 越111浩成 １

－９

1０

＿Ｈデ

逗子銅成

県立多 摩

麻布大学付属淵野辺

即
日 永洋一郎

司庭智彦

清田知朗

/２
１

Ⅵ ９
／刀
並

ﾌ'2３

向上

法政大学第二

東海大付属相模

高橋卓

浦野’哲彰

飛沢Ｉ愛子

２

２

２

1２ 県立永谷 飯塚晃子 ２ 2４ 日本大学 還藤美沙子 ２

NＣ 学校名 氏名 学年

１ 県立大船エ業技術 内田陽 ２

２ 市立商業 深水一馬 ２

３ 日大藤沢 浅井一仁 １

４ 県立永谷 鳥海直大 ２

６ 県立座 間 橋本有紀 １

７ 県立六ツⅡ’ 河合智史 ２

８ 県立希望ヶ丘 奥津俊哉 ２



神奈川県高等学校総合文化祭の紹介

「神奈川県高等学校総合文化祭放送部門」は神奈川県高等学校文化連盟が主催
する「神奈川県高等学校総合文化祭」の放送部門として行われています。総文祭
には全部で２２の部門があり、放送部門もそのうちの－部門です。

各部門は毎年１１月から翌年の１月にかけて県下の各地でそれぞれの催しを行
っています。

「神奈川県高等学校総合文化祭」の開会式は１１月４日（±）に関内ホールで
行われました。閉会式は来年１月２０日（土）に、横浜西公会堂で行われる予定
です。今回の総合文化祭放送部門の優秀作品の表彰は、この閉会式で他の部門と
共に行われます。…

「神奈川県高等学校総合文化祭」の開会式、閉会式運営には、放送関係から次
の方々が携わっています。

１．式の運営

県高文連放送情報専門部部会長渡辺浩司（川崎市立高津高等学校）
同理事川又弘明（県立元石川高等学校）
同事務局長井浦洋（県立六ツ川高等学校）
同編集委員畠山純一（県立追浜高等学校）
同総合文化祭実行委員岩崎孝和（県立市ヶ尾高等学校）
同総合文化祭生徒委員木村真人（県立市が尾高等学校）

県高等学校文化連盟全総文祭検討委員井浦洋（県立六ツ川高等学校）

２．開会式司会

井上妃

地村怜

(法政大学女子高等学校）

(県立六ツ川高等学校）
、H趨謬

３．閉会式司会

矢嶋悠子（県立多摩高等学校）

大野鉄也（県立六ツ川高等学校）

４開会式記録

県立市が尾高等学校・県立鶴見高等学校

－２６－



出場枝および参加部門本数一覧

＜総文祭＞＜アンデバンダン大会＞藍
藍
懲

１２３■■■■■■囚囚囮田団田Ⅲ囚四囲配出湘油酊口囚囚団函口犯麺酬率北口田団囮Ⅲ囚四四囚囮団団Ⅲ四回

・
・■■■』二三回

国囚 』 』』■■■■』皿』二国■』』国二』囚皿西国』』』■二三国』』』皿』。Ⅱ皿・皿。』『ニヱ
皿・皿 酉 皿皿皿皿皿■皿』工西口■■ニヱ西国皿』西西回国』室工室回国車皿・皿』回国・西国室巫亜
皿皿皿亘■皿皿皿皿亘皿国工国亘皿亘ニヱ』■皿』二二口』』室二』酉皿酉■』■■皿・

ヱ ［岸

回皿咽巫Ⅲ囮工Ⅱ皿皿皿囮皿皿皿咀価祀

2７

響
幽

校名 アナ 朗読 ＤＪ 報道 文芸 放劇 アナ 朗読 ＡＰ ＶＭ 合計

１ 横浜市立南 ３ ３

２ 県立瀬谷西 １ １ １ １ ４

３ 県立磯子 ２ １ １ １ ５

４ 県立元石Ⅱ’ ２ １ １ ５

５ 県立永谷 １ ２ ４

６ 県立横浜日野 ２ １ １ １ ５

７ 県立市ケ尾 ３ ２ １ １ ７

８ 県立希望ヶ丘 １ ２ １ １ １ １ ７

９ 県立神奈川エ業 １ ２ １ １ ２ ９

１０ 県立横浜翠嵐 ２ １ ３

１１ 県立六ツノ|’ ５ ４ １ １ １ ２ １ １８

１２ 県立金井 ２ １ １ １ １ １ ７

１３ 県立鶴見 ３ ４ １ ８

県立東金沢

県立神奈１１１総合

２ ２

２ １ １ １

４

５

１６ 横浜市立戸塚 ５ ３ １ ９

１７ 横浜市立金沢 ２ ２ １ ５

１８ 私立日本大学 １ ３ １ １ １ １ １ ９

１９ 私 Ｚ富士見丘 ４ １ ５

２０ 私 Ｚ法政大学女子 ３ １ １ ５

２１ 私 Ｚ横浜創英 ２ ２ ２ ７

２２ 私 Ｚ捜真女学校 １ １ １ ３

横浜合計２２ ４０ ４０ ５ ７ ２ ９ ９ １２ ７ ６ １３７

県立多摩

県立大師

県立新城

川崎市立商業

私立法政第二

３

２

２

５

４

４

１

５

１

１

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

１

２

２

２

１８

８

２

６

２０

川崎合計５ １３ １５ ２ ４ ２ ３ ３ ３ ３ ６ ５４

２８ 県立横須賀 １ ２

２９ 県立追浜 １ ２ １ １ １ １ １ １ ９

３０ 私立逗子開成 １ １＊ １＊ 1＊ ６

３１ 私立横須賀学院 １ １ ２

横三合計４ ２ ４ ３ １ １ ３ ２ ２ 0 １ １９

３２ 県立平塚江南 ２ ４ １ １ １ １ １０

県立七里が浜 １ ３ １ ５

"３４ 県立茅ヶ崎 １ １ ２

３５ 県立大船エ業技術 １ １ ３

３６ 私立日大藤沢 ２ ３ １ １ １ １ ２ １２

湘南合計５ ５ １１ ２ １ 0 ４ １ ２， ２ ４ ３２

３７ 県立相模大野 ２ １ １ ５

３８ 県立有馬 ２ ５ １ １ １ １０

３９ 県立大和東 ２ ５ １ １ １ １ １１

４０ 県立座間 ３ ３ １ １ ２ １１

４１ 県立海老名 ４ １ １ １ １ ８

４２ 県立足柄 １ １ １ １ １ ６

４３ 県立相模田名 １ ３ １ １ １ ７

４４ 県立綾瀬西 １ １ １ ３

４５ 県立大和西 ２ ３ １ １ １ １ １１

４６ 私立相模女子 １ ３ １ １ １ ８

４７ 私立麻布大淵野辺 １ １ １ １ １ ６

４８ 私立向上 ２ １ １ ４

４９ 私立相洋 ３ １ ４

５０ 私立東海大相模 ３ ５ １ １ １ １２

北相・西相合計１４ 1４ ４０ ５ ３ ２ ８ １０ 1２ ５ ７ １０６

神奈川県合計 ７４ １１０ １７ １６ ７ ２７ ２５ ３１ １７ 2４ ３４８



諸注意

1．校舎・体育館は土足厳禁です。上履きを忘れた人は昇降ロでスリッパを購

入してください。会場枝のスリッパは使用しないでください。

2．生徒控え室は西館１階です。他の場所では飲食をしないでください。

3．ゴミは原則持ち帰りです。ゴミはゴミ箱に捨ててください。

4．立入禁止区域には入らない~教室の私物には手を触れないなど、あらゆる点

で会場枝に迷惑をかけないよう考えて行動してください。

､u馨鑿」

5．審査中は静かにしてください。特に会場内や廊下などは静かにしてください。

会場の出入りは審査の合間に行ってください。

6．作品・スクリプトの提出は当日の朝会場で行います。

うに注意してください。

提出時間に遅れないよ

7．発声練習は西館と体育館の間、プール周辺で行ってください。

アナウンス･朗読の出場者は早めに各会場で待機してください。

◎看,z,毫蓼参会宿
出■2銭

蔭
:Ｅご逵言

祠儒

。


